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      ２０２２年５月２５日 

南海電気鉄道株式会社 

 

２０２２年６月１日(水)から、新会社「e スタジアム株式会社」スタート！ 
～新会社は、南海電鉄から運営委託を受け、e スポーツ事業を一層推進していきます～ 

 

南海電気鉄道株式会社(社長：遠北光彦、以下「南海電鉄」)は、エンターフォース株式会社(以下「エンターフ

ォース」)の代表取締役社長である池田浩士氏との共同出資で４月２８日に設立した新会社「e スタジアム株式

会社」に、e スポーツ事業の運営委託をし、引き続きウェルプレイド・ライゼスト株式会社や神戸大学と提携し、 

e スポーツ事業を一層推進していきます。新会社「e スタジアム株式会社」は、エンターフォースから e スポーツ

事業(プロ e スポーツ事業を除く)の譲渡を受け、２０２２年６月１日(水)から e スポーツ事業を開始します。 

これまでに、難波を中心としたｅスポーツ文化経済圏構築を目指し、２０２１年７月にはエンターフォースらとと

もに、ｅスポーツ体験型ショールーム「ｅスタジアムなんば Powered by NANKAI」を開設するなど取組みを進め

てまいりました(https://www.nankai.co.jp/library/company/news/pdf/210518.pdf)。施設開設から約１年が経ち、

その間、同施設には１５０を超える企業・自治体・学校関係者が来場されたほか、ｅスポーツプレイヤーの活躍

舞台「関西ｅスポーツ学生選手権」を複数回開催するなど、多数の共感と大きな手ごたえを得ました。 

この度、２０２２年６月１日(水)から新たに事業を開始する新会社「e スタジアム株式会社」は、南海電鉄が手

掛ける e スポーツに関する「施設運営事業」、「大会イベント事業」の運営を事業の柱とします。また、ｅスポーツ

プレイヤーとファンがよりｅスポーツを楽しめる環境構築を目指し開発を進めている「オンラインサービス」につ

いても、２０２２年度内予定の正式サービス開始後、その運営を担います(サービス詳細が決定次第お知らせします)。 

南海電鉄と新会社では、これまでエンターフォースが培ってきた e スポーツ事業の理念・ブランドを継承し、 

この度の推進体制をもって、プレイヤーファーストの精神の下、既存ｅスポーツ事業者が解決し得なかった業界

課題を一つひとつ解決して市場を大きく成長させ、その中での収益化を目指してまいります。 

 

【e スタジアム株式会社の概要】  ※詳細は別紙参照 

本 店 所 在 地   大阪市中央区難波五丁目１番 60号 

資 本 金   １００万円（南海電鉄：５１％、池田浩士氏：４９％出資） 

設 立   ２０２２年４月２８日 

事 業 開 始 日   ２０２２年６月１日（水） 

代 表 者   代表取締役 中川和幸・池田浩士 

事 業 内 容   e スポーツに関する「施設運営事業」、「大会イベント事業」、「オンラインサービス」の運営 

お客さまからの問合せ先   南海電鉄  イノベーション創造室 06-6644-7130 

【参考】事業譲渡実行日：５月２４日 

※本件に関する南海電鉄の「業務組織の一部改正および人事異動に関するお知らせ」を別途公表しています。 
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別紙 

・e スポーツ事業に参入する意義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事業推進体制 

  

 

 

 

 

 

 

 

・ビジネスモデル 

 

 

 

 

 

 

 

・2022 年度の取組み 

 


